
二
〇
二
六
年
の
年
末
年
始
に

向
け
て
、
労
働
災
害
防
止
の
た

め
の
取
り
組
み
が
強
化
さ
れ
、

特
に
建
設
業
に
お
い
て
は
安
全

対
策
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
無
災
害
運
動

目
的

年
末
年
始
を
無
事
故
で
過
ご
し
、

明
る
い
新
年
を
迎
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
運
動
で
す
。
毎
年
、
年
末
年

始
に
向
け
て
「
安
全
最
優
先
」
の
考

え
方
を
基
本
に
、
作
業
前
点
検
や
安

全
な
作
業
方
法
の
確
認
を
徹
底
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
無
事
故
の
歳
末

明
る
い
未
来
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
各
事

業
場
で
の
周
知
・
啓
発
活
動
が
行
わ

れ
ま
す
。

建
設
業
に
お
け
る
労
働
災
害

防
止
強
調
期
間

期
間

二
〇
二
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
二

〇
二
六
年
一
月
十
五
日
ま
で
の
期
間

が
「
建
設
業

年
末
年
始
労
働
災
害

防
止
強
調
期
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
期
間
中
、
建
設
業
に
お

け
る
労
働
災
害
の
発
生
リ
ス
ク
が
高

ま
る
た
め
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

取
り
組
み

各
事
業
場
で
は
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
実
施
や
労
働
安
全
衛
生
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
死
亡
や

重
篤
な
労
働
災
害
が
多
発
す
る
傾
向

に
あ
る
た
め
、
特
に
建
設
業
に
お
い

て
は
労
働
災
害
防
止
対
策
の
強
化
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
強
調
期
間
の
趣
旨
・
目
的
を
踏

ま
え
、
次
の
事
項
を
参
考
と
し
て
、

企
業
の
実
態
に
即
し
た
実
施
計
画
を

作
成
し
、
積
極
的
に
安
全
衛
生
活
動

を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
労
働
災
害
防
止
対
策
を
実
効

あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
に
基
づ
き
定
め

た
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
確
実
に
実
施

し
ま
す
。
安
全
衛
生
活
動
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
「
建
設
業
労
働
災
害

防
止
規
程
」
、
「
第
九
次
建
設
業
労

働
災
害
防
止
五
か
年
計
画
」
及
び
令

和
七
年
度
建
設
業
労
働
災
害
防
止
対

策
実
施
事
項
」
に
定
め
る
「
建
設
現

場
に
お
け
る
主
要
災
害
防
止
の
具
体

的
対
策
」
等
も
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
、
実
施
す

る
項
目
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
～
⑮
に
関
し
て
は
各
自
に
配

布
し
た
紙
面
又
は
添
付
フ
ァ
イ
ル
で

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

①
経
営
側
に
よ
る
現
場
点
検
の
実
施

□
安
全
衛
生
管
理
体
制
及
び
安
全
衛

生
教
育
の
実
施
状
況
の
確
認

□
労
働
安
全
衛
生
関
係
法
令
及
び
社

内
の
安
全
衛
生
規
定
等
の
遵
守
状

況
に
つ
い
て
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

等
に
よ
る
実
施

□
年
末
年
始
に
お
け
る
無
理
の
な
い

作
業
工
程
へ
の
見
直
し
、
労
働
時

間
の
把
握
と
時
間
外
労
働
の
上
限

規
制
の
遵
守
、
勤
務
体
制
の
確
認

②
墜
落
・
転
落
災
害
の
防
止

③
建
設
機
械
・
ク
レ
ー
ン
等
災
害
の

防
止

④
倒
壊
・
崩
壊
災
害
の
防
止

⑤
交
通
労
働
災
害
の
防
止

⑥
火
災
・
爆
発
等
災
害
の
防
止

⑦
転
倒
災
害
の
防
止

⑧
不
安
全
行
動
に
よ
る
災
害
の
防
止

⑨
公
衆
災
害
の
防
止

⑩
積
雪
・
雪
崩
災
害
の
防
止

⑪
職
業
性
疾
病
の
防
止

⑫
化
学
物
質
に
関
す
る
健
康
傷
害
の

防
止

⑬
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
推
進

⑭
健
康
確
保
対
策
の
推
進

⑮
作
業
所
閉
所
中
の
対
策
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無
事
故
の
歳
末

明
る
い
未
来

建
設
業
年
末
年
始
労
働
災
害
防
止
強
調
期
間
は
、
長
期
の
休
業
前
の
慌
た
だ
し
い
中
で
の

気
持
ち
の
焦
り
や
、
休
業
後
に
気
持
ち
の
切
換
え
が
追
い
つ
か
な
い
中
で
引
き
起
こ
さ
れ
る

不
安
全
行
動
な
ど
、
労
働
災
害
防
止
に
特
別
の
配
慮
が
必
要
で
す
。
無
事
故
無
災
害
で
年
末

年
始
を
む
か
え
て
い
た
だ
く
た
め
、
大
切
な
活
動
に
な
り
ま
す
。

年
末
は
飲
酒
運
転
が
増
加
す
る
時

期
で
あ
り
、
重
大
な
交
通
事
故
の
リ

ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
飲
酒
運
転
を

絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
意
識
が

重
要
で
す
。

年
末
の
飲
酒
運
転
の
傾
向

年
末
は
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
、

飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
た
め
、
飲
酒

運
転
が
多
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

特
に
12
月
か
ら
1
月
に
か
け
て
は
、

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
が
増
加

し
、
毎
年
重
大
な
人
身
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
の
危
険
性

飲
酒
運
転
は
、
運
転
者
だ
け
で
な
く
、

同
乗
者
や
酒
を
提
供
し
た
人
に
も
厳

し
い
罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
ア
ル

コ
ー
ル
は
脳
の
機
能
を
麻
痺
さ
せ
、

判
断
力
や
注
意
力
を
低
下
さ
せ
る
た

め
、
飲
酒
運
転
は
非
常
に
危
険
で
す
。

飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
の
発
生

率
は
、
飲
酒
し
て
い
な
い
場
合
に
比

べ
て
約
7.4
倍
も
高
く
、
特
に
夜
間

（
22
時
か
ら
６
時
）
に
多
く
発
生
し

ま
す
。

予
防
策

・
飲
酒
運
転
を
し
な
い

自
分
自
身
が
飲
酒
運
転
を
し
な
い
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
周
囲
の
人
に
も
飲

酒
運
転
を
さ
せ
な
い
意
識
を
持
つ
こ

と
が
重
要
で
す
。

・
運
転
代
行
を
利
用
す
る

飲
酒
す
る
予
定
が
あ
る
場
合
は
、
事

前
に
運
転
代
行
を
手
配
す
る
か
、
公

共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

・
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト

飲
酒
運
転
を
防
ぐ
た
ま
に
は
、
友
人

や
家
族
が
協
力
し
合
い
、
飲
酒
後
の

運
転
を
避
け
る
よ
う
に
促
す
こ
と
が

大
切
で
す
。

年
末
年
始
は
特
に
飲
酒
運
転
に
注
意

が
必
要
な
時
期
で
す
。
飲
酒
運
転
を

根
絶
す
る
た
め
に
、
個
人
の
意
識
と

周
囲
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

「
飲
酒
運
転
を
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」

み
ん
な
で
守
る

自
分
は
大
丈
夫
だ
と
何
故
思
う
？

足場からの墜落・転落

災害防止総合対策推

進要網のポイント

「足場からの墜落防

止対策が強化されま

す」パンフレット

斜面崩壊による労働

災害の防止対策に関

するガイドライン

転倒災害防止のため

のチェックリスト (職場

の安全サイト

日本初
SDGsに関する国連会合

北九州市開催

年
度
末
は
多
く
の
建
設
工
事
が
竣
工
を
迎
え

る
時
期
で
あ
り
、
作
業
の
集
中
に
よ
っ
て
労
働

災
害
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
労

働
災
害
防
止
の
た
め
の
特
別
な
配
慮
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
年
度
末
労
働
災
害
防
止
強
調
月
間
は
、

労
働
災
害
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
の
活
動
を
全
国

的
に
展
開
す
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

実
施
内
容

◎
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施

◎
安
全
衛
生
教
育
の
実
施

◎
墜
落
・
転
落
災
害
の
防
止

◎
協
力
体
制
の
強
化

す
べ
て
の
関
係
者
に
対
し
て
、
無
事
故
・
無

災
害
で
新
年
度
を
迎
え
る
た
め
の
協
力
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
特
に
、
年
度
末
の
繁
忙
期
に

お
い
て
は
、
作
業
の
手
順
を
し
っ
か
り
と
確
認

し
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

次号予告

建
設
業
年
度
末

労
働
災
害
防
止
強
調
月
間

令
和
八
年
三
月
一
日
～
三
十
一
日

2025年11月に、国際連合が主催する「第16回国連統計委員会専門家
会合16ｔｈＭeeting of the IAEG-SDGs in Kitakyushu,JAPAN]が北九
州市で開催されました。
この会合は、過去ノルウェー・オスロやデンマーク・コペンハーゲ
ンなどの世界の主要都市で開催されてきており、日本では初開催
となります。
環境やエネルギーなど持続可能な世界を目指す国際的な目標を定めた
「SDGｓ」に関する国連の専門家会合です。
この会合は、環境やエネルギー・資源保護など、「SDGs」の17の目標
の進捗度を測る指標を検討するもので、世界27ヵ国の専門家や国連
の関係者など約160人が参加し、国際的な「指標」を検討します。
日本での開催は今回が初めてで、深刻な公害を克服しリサイクルを
推進するなど環境面で実績のある北九州市が開催地に選ばれました。
会合に合わせて、「すし」をメインにした小倉上でのレセプション
やリサイクル施設を見て回るサステナブルツアーなどもあり、北九州
市の国際的な認知度の向上が期待されています。
会合は11月7日まで開かれ、検討結果は新たな指標をとりまとめる
国連統計委員会に報告されるという流れになっています。

各国代表と英語でコミュニケーシ
ョンを取る高校生(手前左)

国
連
統
計
委
員
会

専
門
家
会
合

北
九
州
国
際
会
議
場

す
し
を
メ
イ
ン
に
し
た

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

小
倉
城



今
年
度
よ
り
八
幡
西
区
自
治
会
に
加
入
さ
せ
て

頂
い
た
た
め
、
十
一
月
三
十
日(

日)

に
開
催
さ
れ

た
「
本
城
ま
つ
り
」
の
お
手
伝
い
に
前
日
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
演
芸
・
カ
ラ
オ
ケ
・
バ
ザ
ー
・
抽
選

会
な
ど
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
よ
う
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
が
深
ま
り
、
微
力
で

も
地
域
貢
献
に
な
れ
ば
と
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し

た
皆
さ
ん(

現
場
が
無
い
方
ほ
ぼ
全
員
、
ご
家
族
含

む)

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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発
見
♪
福
岡
の
お
い
し
い
幸
せ

本城まつり開催

北九州市市政ガイドブック広告掲載予定

11
月

30
日(

日)

に
本
城
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

前
日
地
元
の
皆
さ
ん
と
準
備
を
す
る
風
景

☆入札情報☆

～北九州地区～

セイワ受注現場

担当 M・Tさん

工事名

折尾東西線道路改築工事(7-1)
工事場所

北九州市八幡西区東折尾町

工 期

R7.11.6～R8.3.31

★市役所の発行物に掲載される広告だ

から安心♪

★世帯配布で電子書籍の配信もされる

から多くの人の目にとまるかも♪

★北九州市民が活用できる情報誌なら

ぜひ協力したい！！
という事で掲載しま～す♡

発行予定部数 48万部

配 布 北九州市内世帯無料配布

発行予定日 令和8年3月又は4月

市民生活に役立つ情報と地域

事業者の情報を盛り込んだ

利便性の高い行政情報誌

「北九州市ガイドブック」を

官民共同事業により発行

SEIWA info

福岡県産キウイふるーつは
いかがですか

福岡県は、栽培面積が全国2位

のキウイフルーツ産地です。

国産キウイフルーツの旬は

秋から冬です。県オリジナ

ル品種である「甘(あま)うぃ」

は、大玉で糖度が高く、10月

下旬から11月にかけて販売予

定です。また、果肉が緑色で

なじみのある「ヘイワードは、

12月から3月頃まで販売され

ます。

お店で見かけた際は、ぜひ

福 岡 県 産

の キ ウ イ

フ ル ー ツ

を 選 ん で

ください！

北九州 市政だより

コクラBERT～”鼓動”がつながり、まち全体に広がる～

ビ ー ト

期 間 11/21(金)～12/25(木) 連続35日間
主なイベント会場 紫川河畔 勝山公園 船場広場 小倉駅周辺 など

★鷗外橋のツインツリー★

橋にそびえる11メートルの2つのツリーツリーの相田から見える小倉
城の景観は、唯一無二の幻想的な空間を演出します。

★ 市長からのメッセージ ★

さあ、今年も小倉の冬が熱くなります！

街じゅうが光と音に包まれる「コクラBEAT」、今年

はさらにパワーアップ！昨年話題をさらったXmasマー

ケットをはじめ、鷗外橋のツインツリー、きらめく

イルミネーション、そしてぬくもりあふれるヒュッテ

(小屋)や飲食店も増え、紫川一帯が幻想的な光の舞台に

生まれ変わります。

シニアも若者も、子どもたちも、ご家族でも、友人

同士でも、カップルでも。この冬、小倉でしか味わえ

ない心踊るひとときを。

皆さんの冬の一瞬が、人生のあたたかな思い出にな

りますように。

室
内
で
は
、
シ
ー
ト
を
床
に

貼
り
、
国
旗
を
吊
る
し
、
机
・
椅

子
の
設
置
を
し
ま
し
た

室
外
で
は
、
テ
ン
ト
を
設
置
、

終
始
に
こ
や
か
な
会
場


